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の濃厚な部分ではコヒー レントな散乱光が観察されたo hc の上方-の移動は2週間程
で止まり,以後は上部の不定形相の非常に緩慢な拡散はあってもhc は動かなかったo
このときhcにおける浸透圧とhc より上部の全粒子の重さによる沈降圧は つ り合って
いるo故にこの圧力が転移圧となっていると考えられる｡そこで hc以上の粒子を取り
出して全重量を測 り相転移圧 (Pm)を求めた｡ 次に結晶相の頂上を採取し,その体積



























Alder 10~2mol/1 10-3m.I/1 10ー6mol/1 HooverFee
Pm(dyne/C議) 3.56 9.57 18.5
¢m 0.55 0.475 0.401 0.131 0.545
N(1/〃盛) 7,1×1012 6.0×1012 2.0×1012
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